
（1）平和を尊ぶ心を育む

  56 平和と人権の尊重、男女共同参画の推進

●平和推進事業
　平和を尊ぶ心を育み、人々へ伝えていくため、昭和
58年に「非核都市練馬区宣言」を行い、区立施設に「非
核都市練馬区宣言パネル」を設置している（宣言文は
裏表紙参照）。また、平成７年に光が丘公園内に「平
和祈念碑」を建立し、平和への願いを発信している。

（2）人権の尊重と男女共同参画を進める

●人権尊重の理解を深めるための啓発
　平成28年に「障害者差別解消法」、「部落差別の解
消の推進に関する法律」、「本邦外出身者に対する不当
な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律」
が、30年には都が「東京都オリンピック憲章にうた
われる人権尊重の理念の実現を目指す条例」を施行し、
多様な個性を持った人々が、違いを認め合い、自由に
参画し、支え合う社会を作るための法令整備が行われ
ている。
　しかし、いじめや虐待、配偶者による暴力など、相
手の人権を考えない行為が後を絶たず、また、公共施
設への差別的な落書き、街頭宣伝でのヘイトスピーチな
ど外国人や同和問題に対する差別行為が発生している。
　５年に区が実施した「人権・男女共同参画に関す
る意識と労働実態調査」では「人権侵害や差別を受け

た経験がある」と答えた区民の割合は、34.1％であっ
た。区はそれらを踏まえ、差別を許さないという認識
のもと、周知・理解促進に取り組んでいる。

⑶　啓発DVDの貸出し
　　団体の研修会や個人等に対し、同和問題等の啓
発DVDを貸し出している。
⑷　区報による啓発
　　毎年、５月３日の憲法記念日と12月の人権週
間にあわせ、人権についての啓発記事を掲載して
いる。

２　犯罪被害者等支援施策の総合的推進
　平成21年３月に「練馬区犯罪被害者等支援基本方
針」を策定し、犯罪被害者等支援施策の総合的推進を
図っている。
　区の窓口での二次的被害を防止する取組として、
22年２月に「犯罪被害者等支援の手引」を作成した。

１　平和祈念コンサート
　音楽や戦時体験の講演等を通して世界の恒久平和を
祈念しようという趣旨で、平成４年度から実施してい
る。

１　人権啓発事業

　⑸　啓発用小冊子の配布
　20歳を迎える区内在住者に向けた人権啓発と
して、小冊子「自分らしくＧＯ!!!」を作成し、「二
十歳のつどい」で配布した。

　⑹　ＬＧＢＴ等の理解啓発
　性の多様性の理解促進のため、ＬＧＢＴパネル
展を実施した。
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　７年度は、８月１日に練馬文化センターで開催した。
出演者は、田中拓也（サクソフォン）、中野翔太（ピ
アノ）。音楽演奏のほか、戦時中、現在の練馬区小竹
町に居住していた西村昭彦氏が、食べ物に苦労した当
時の生活や空襲の体験、疎開先での暮らしについて
語った。また、友好都市である中国北京市海淀区、
オーストラリア・イプスウィッチ市から送られた平和
への思いを込めたメッセージを披露した。
２　平和祈念パネル展
　７年８月１日から19日まで、石神井公園ふるさと
文化館および区役所アトリウムで、東京大空襲、原爆、
戦時下の練馬等を写したパネルやポスターを展示した。

⑴　人権週間行事
　毎年12月の人権週間に合わせて、講演や映画
の上映、中学生による人権作文の朗読等を行って
いる。７年度は、戦場カメラマンの渡部陽一氏に
よる講演「戦場の現場から祈りを捧ぐ　～命の大
切さ お互いを愛し、敬いあうこと～」と、映画
「チョコレートな人々」の上映、人権作文の朗読
を練馬文化センターで行い、参加者数は408人で
あった。
　また、区役所アトリウム、男女共同参画センタ
ーえーる、春日町図書館で女性や子ども、犯罪被
害者やその家族等、さまざまな人権問題について
パネルやポスターを展示した。

⑵　人権セミナー
　さまざまな人権問題に関して正しい知識を持ち、
人権を意識して行動できるようにするため、人権
セミナーを開催している。７年度は、講演２回、
フィールドワーク１回、映画上映１回を行い、参
加者数は延べ157人であった
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啓発に関する基本計画」および「練馬区職員研修実施
計画」に基づき、職員研修を実施している。
４　厚生文化会館の人権尊重に関する事業
　住民相互の交流や高齢者・児童の福祉を増進すると
ともに、人権尊重活動を推進するため、昭和48年４
月に厚生文化会館を開設した。地域住民の身近な施設
として親しまれ、相互交流を深めるために、「けやき
まつり」等の事業を行っている。
　施設には、集会室、敬老室、児童室および学童クラ
ブのほか、人権図書コーナーがあり、人権に関する資
料・図書の収集、貸出しを行っている。
　区および地域住民等で構成する、厚生文化会館運営
協議会を設けている。

●配偶者等暴力被害者への支援と性暴力等の防止
１　練馬区配偶者暴力相談支援センターの運営
　平成26年５月から練馬区配偶者暴力相談支援セン
ターを運営している。
　配偶者暴力相談支援センターが持つ各機能（相談、
一時保護、DV証明書の発行、生活支援等）を総務部
人権・男女共同参画課と福祉部の各総合福祉事務所が
担いつつ、関係各課と連携して被害者支援に取り組ん
でいる。
２　女性や若年層への暴力等の防止に関する啓発
⑴　女性に対する暴力をなくす運動
　　11月12日から25日（女性に対する暴力撤廃
国際日）までの女性に対する暴力をなくす運動実
施期間に、女性の人権尊重のための意識啓発や教
育の充実を図る啓発事業を実施している。
　　７年度は区役所本庁舎および男女共同参画セン

〔男女共同参画情報紙「MOVE｣〕
Vol.57
特集「第６次練馬区男女共同
参画計画」

を行うことを職員へ周知した。
　７年度の人権パネル展は、区内三警察署および（公
社）被害者支援都民センター協力のもと、犯罪被害者
等支援に関する展示を拡大し、区内３か所で行った。
３　職員研修の充実
　職員がさまざまな人権問題を正しく認識し、職務を
行ううえで適切な対応が行えるよう、国の「人権教育・

ターで、配偶者からの暴力や性犯罪・性暴力被害
防止の啓発パネルを展示し、合わせて相談窓口を
記載したリーフレットの配布を行った。
　　男女共同参画センターでは、女性に対する暴力
根絶のシンボルであるパープルリボンにちなみ、
パープルライトアップも実施した。
⑵　啓発用小冊子の発行
　　20歳を迎える区内在住者向けに、ハラスメント
やデートDV等の啓発小冊子の配布や、小学校１

●第６次練馬区男女共同参画計画
　性別、人種、年齢、職業や働き方、価値観など、人
と人との違いを認め合い、自らの希望に沿った生き方
を選択できる社会を目指し、「第６次練馬区男女共同
参画計画～一人ひとりが自由に輝くまちプラン～（計
画期間７～11年度）」を７年３月に策定した。
　計画は、「男女共同参画社会基本法」の定める「市
町村男女共同参画計画」であるとともに、「配偶者か
らの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」「困
難な問題を抱える女性への支援に関する法律」に定め
る「市町村基本計画」、「女性活躍推進法」に定める「市
町村推進計画」に該当するものである。

２　女性の日・男女共同参画週間・国際男性デー
　４月 10 日の「女性の日」、６月 23 日から 29 日ま
での「男女共同参画週間」、11 月 19 日の「国際男性
デー」にあわせ、女性の活躍やアンコンシャス・バイ
アス（無意識の思い込み）など、男女共同参画に関す
る理解を深めてもらうためのパネル展示を行ってい
る。

　さらに、３年度には「窓口対応力向上の手引」への
掲載により、犯罪被害者等の立場を理解し適切な対応
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　公募区民、団体代表や学識経験者などで構成する男
女共同参画推進懇談会が、区内における女性活躍推進
等に関して検討を行っている。７年度は、「第５次練
馬区男女共同参画計画」の実施結果について審議した。

●男女平等意識を高める啓発事業
１　男女共同参画の集い・ねりまフォーラム
　男女共同参画を広く区民に理解してもらい、自分自
身の問題として考えてもらうために開催している。平
成10年度から、公募区民による実行委員会の企画・
運営により実施している。７年度は、日本大学芸術学
部で映画「ずっと独身でいるつもり？」の上映と映画
監督のふくだももこ氏の講演会を開催し、参加者数は
84人であった。

３　啓発冊子の発行
　男女共同参画情報紙「MOVE｣（年２回発行）にお
いて、テーマ「第６次練馬区男女共同参画計画」
（Vol.57）、「DV｣（Vol.58）を特集し、また「女
性手帳」等の冊子を発行した。
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年生の保護者向けに、子どもの性暴力被害につい
てのリーフレットをsigfyで配信した。
⑶　出前講座
　　中学生を対象とした「デートDV防止講座」を
区立中学校２校で実施した。

●男女共同参画センターの運営
　男女共同参画センターは、昭和62年４月、女性が
学び、活動し、交流することにより、女性問題の解決
に寄与することを目的に、婦人会館として開館し、平
成3年には練馬女性センターに改称した。
　22年4月からは、男女共同参画社会の実現を目指
す拠点施設として男女共同参画センターに名称を変更
した。
　なお、20年４月に、区民公募により施設の愛称を
「えーる」と定めた。
　施設には、会議室、視聴覚室、和室、研修室、録音室、
相談室、図書・資料室、団体等の交流コーナー、授乳
コーナーなどがあり、施設の貸出しも行っている。ま
た、センターで実施する講座に子どもを持つ区民が参
加しやすいよう、保育室を設置している。
　30年４月には女性のための就活応援コーナーを開

　３年１月には視聴覚室および会議室、４年４月には
図書・資料室、５年９月には全部屋に無料Wi-Fiを整
備した。
　また、広報紙「えーるだより」を年４回発行して
いる。

〔事業実施状況〕 ７年度

事業名 講座数 参加者
（延べ）

保育人数
（延べ）

男女共同参画講座
176
953

500

51
5
－

区民企画講座
出前講座

78 2

30
12

3
6

映画上映会
497 －3デジタルスキルアップ塾

〔施設利用状況〕 度年７人）　：位単（

施　設 利用者
会議室 7,838

14,521
5,369
3,677
8,783
6,051
6,620
4,220
7,850
64,929

視聴覚室
和室（大）
和室（小）
第1研修室
第 2研修室
第 3研修室
録音室
保育室

合　計

２　図書・資料室
　男女共同参画の推進に係る図書の貸出しや、行政資
料の閲覧ができ、学習に関する読書相談にも応じてい
る。また、子育て中の保護者を対象とした保育付きブッ
クタイム事業を実施している。７年度は毎月１回実施
したほか、区立図書館 12館で実施し、参加者は保護
者延べ 123 人、子ども延べ 140 人であった。
　また、情報ライブラリーニュース「すてっぷ」を隔
月に発行している。平成 18 年４月に創刊し、６年４
月に内容を見直し、「すてっぷ+」としてリニューア
ルした。
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１　えーるフェスティバル
　男女共同参画について知識を深める機会にするとと
もに、日頃、センターで活動するサークルの成果の発
表と、区民が自由に参加・交流できる場の提供を目的
として、毎年６月に実施している。
　７年度は、「みんなで！ふれてみよう！」をテーマ
に、６月７日から８日まで開催し、延べ1,334人が参
加した。
 〔特別講演会〕　
　・挑戦する勇気　～背中を押してくれた大切な人の
　　言葉～（落語家　林家つる子）
 〔ワークショップ〕
　・わたしにもあるかも？　アンコンシャスバイアス
　 （無意識の思い込み）
　・在宅避難のススメ ～よーいドン！備えと心構え～
　・ありのままのあなたに
　   ～絵本の読み聞かせ＆工作ワークショップ～

事業名 講座数 回数
（延べ）

参加者
（延べ）

保育人数
（延べ）

男女共同参画講座 18 37 458 51
区民企画講座 ８ 12 176 ５
出前講座 ５ ６ 500 ―
映画上映会 ２ ３ 78 ２
デジタルスキル習得講座（※） ― ― 500 ―
※：就労等を目指し、オンラインでデジタルスキルを半年間程度学ぶ
　　（３コース）。
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〔図書・資料室の利用状況〕 ７年度

開館時間 利用登録者 貸出図書 読書相談
午前9時から午後
９時30分まで
（読書相談は午後
５時まで）

940人 7,180冊 52件

〔相談室開設状況〕 ７年度

相　談 相談日
（※2） 件数（件）

総合相談 毎　日
第３土

5,278
13
13
343
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心の相談（※1）

性的マイノリティに関する相談
第２火男性のための相談
月～土

配偶者等の暴力（DV）に対する
専門相談（※1） 月・水・金

※1：予約制
※2：年末年始および施設点検日を除く。

３　相談室
　専門の相談員が、さまざまな相談に応じている。

〔所蔵資料〕 ７年度末現在

種　別 数　量
図　書 13,694 冊
行政資料 1,669 冊
各種団体資料 490種
雑　誌 14誌
新　聞 7紙
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